
3 0
5 0
2 0
1 0

Start No. Start No. Name
× 6 × 1
× 8 6 3
× 12 × 4
× 13 6 5
× 14 4 6
× 15 × 7
8 16 × 8
× 21 × 9
× 22 × 10
9 23 4 11
8 25 × 12
× 26 × 13
16 27 12 14
× 28 4 15
× 29 × 16
8 30 × 17
9 31 × 18
9 32 31 20

Country Min Action Country Min Action

JPN 6 FG JPN 23 FG
JPN 14 PC JPN 24 FG
JPN 15 FG JPN 33 FG
JPN 16 FG JPN 34 PC
JPN 20 FG JPN 59 FG
JPN 23 FG

11 3
38 4

試    合 第１戦 通算結果 1勝
Country RESULT Country

3RD MIRNAWAN CUP 2024 in Malaysia

⼤会名 3RD MIRNAWAN CUP 2024 ⽇    付 2024/11/4

場  所 ＮＨＳ，ＢＵＫＴ，ＪＡＬＩＬ 天      候 晴れ

JPN 1Q - ＭＡＳ
⽇ 本 11 2Q - 0 マレーシア

Name 備考 備考
 YOSHIDA kurumi Nur Ameera Famrhana GK

JAPAN 3Q - MALAYSIA TIGRESS

1勝 4Q - 2敗

 WASHIZU RIN Nur Aqila Sofea
 ISHIHARA JURI Alyaa Zulfah

 KIMURA HINANO Nur Aqhilla Balqisha
 TANAKA KOKONA Cap. Qisha Asmira

 KOIKE SAYO Fariya Sofia Harim
 Tetsuka Renka Nur Alyaa Qistina

 MARUYAMA HANA Nurin Qisthina
 HASHIMOTO NANA Nuriul Nabila Cap.

 YOSHITANI RUI GK Nur Hidayah
 NODA MIO GK Urinda

 Fujii nene Nazatul Umairah
 NAKANO MAMI Natashanajwa

 YAMADA MIYU Nurdiny Aqilah
 Morikawa Hana Nur Safiya Maisara

 NARITA MONE Ainul Azeerah
 HASEGAWA HARUKA Nurul JannaH Nasuha

UMPIRE MOHD ANAS UMPIRE MOHD AZRY

Name Score Name Score

 SAITO MANAKA Nur Diana Barishah GK
ヘッドコーチ 岩舘 直也 ヘッドコーチ KAVIN KARTIK GOVINDASAMY

 Morikawa Hana 3-0 TANAKA KOKONA 9-0
 KOIKE SAYO 4-0  YOSHIDA kurumi 10-0

 Tetsuka Renka 1-0  Fujii nene 7-0
 Fujii nene 2-0 SAITO MANAKA 8-0

校閲︓⻑尾 美和
⽂責︓河内 佑有⼦

 WASHIZU RIN 5-0  Tetsuka Renka 11-0
 ISHIHARA JURI 6-0

 開催国であるマレーシアとの初戦、⽇本のセンターパスにより試合が開始した。開始1分マレーシアの勢いある攻
撃でペナルティーコーナーを取られるが、1番騎である＃8⽊村の早いプレッシャーにより失点を防いだ。開始5分
#21⼩池にシュートチャンスが来るも、ゴールキーパーのナイスセーブにより得点にならない。その後、6分#22
⼿塚が華麗なドリブルで相⼿選⼿を交わし、豪快なリバースヒットで得点し、1-0となる。その後、12分#25中野
がペナルティーコーナーを獲得し、#6吉⽥のドラッグシュートを打つもマレーシアのGKに弾かれる。14分#12⽥
中がドリブルでサークルに持ち込み、再びペナルティーコーナーを獲得。レシーブが溢れるも⽴て直し、＃23藤井
がプッシュシュートで押し込み2-0。15分#6吉⽥のセンタリングパスを#31森川のタッチシュートで決まり、3-0
で第1Ｑが終了。
 第２Q、開始早々マレーシアのGKが弾いたボールを＃21⼩池が逃がさずシュートし、4-0と流れを掴んだ。16分
＃22⼿塚の右からえぐり込み、逆サイドにいた＃13鷲頭にパスをし、ダイレクトシュートで5-0。19分＃12⽥中
が相⼿のボールを奪い、ドリブルで相⼿を交わし、シュートするが得点にならなかったが、攻撃の起点となった。
23分＃22⼿塚からのパスを＃14⽯原が押し込み6-0。21分GKが弾いたボールを＃23藤井が取り、豪快なリバース
ヒットがゴールに突き刺さり7-0、⽇本の勢いは⽌まらない。24分＃16橋本から＃32齋藤へパスが渡り、リバース
ヒットで決め、さらに追加点となり8－0で第2Ｑが終了。
 第3Q、マレーシアのセンターパスにより後半戦が開始された。33分＃12⽥中が中盤で相⼿のボールを奪い、ス
ピードあるドリブルで相⼿をかわし、プッシュシュートが決まり9-0。34分＃22⼿塚がドリブルでサークルに持ち
込みペナルティーコーナーを獲得。＃12⽥中が相⼿を引き付け、＃6吉⽥にパスが渡り、ヒットシュートが決まり
10-0。35分マレーシア＃11にボールが渡り、ペナルティーコーナーを取られる。マレーシア＃18スイープヒット
を打つが、＃8⽊村の早いプレッシャーに思うように打てない。その後、マレーシア＃11を起点に攻撃するが、⽇
本の固い守備にシュートチャンスを作れない。
 第4Q、48分マレーシアの勢いあるプレーでサークルまで持ち込まれ、ペナルティーコーナーを取られるが、＃18
のヒットシュートが外れ失点を防いだ。その後、続けてペナルティーコーナーを取得し、流れが⽇本になるが決め
きれず、苦しい展開となった。55分＃22⼿塚と＃21⼩池を中⼼に攻撃するが、マレーシアGKが防ぐ。59分#22藤
井が相⼿を抜きドリブルでサークルに⼊り、ヒットシュートが決まり11-0で試合終了。11-0で⽇本が勝利した。

⽇本
PC数

マレーシア
シュート数


